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。とれが悔誌の接かね，生れて初めて見たよグといわれたのは，岡村金太

郎先生で，時は 1927年7月の或る日，私が東北大串の生物事科の一年自の質

習で，岡村先生から浅虫臨海賞験所に沿いて部類について教わっていた時，

たまたまiJI原1巨人先生が来所されて，確か ul聞の葉H-を Acetocarmine液で
固匙染色された棋を rl{~村先生に御箆願った時の 1 酬だったと記憶する。岡村

先生でしかり，私のような畢生一同いやれも生まれて初めて部類の接伝るも

のを拝見した攻U~で、あった。丁度その頃が， III原先生とそのでI"}及び闘技滞

先生らが本絡的に藻類の細胞感1:1:るものをやり始めた時期にあたっている。

世界で最初に部類の犠串的研究に乎をつけられたのは，細胞事の組である

STRASBURGER氏で1897年にヒバマタを材料にされて FLEMMING氏強液を

海水で薄めた液で固定され，ハイデンハイン氏鱗明捧ヘマトキシリンで染色

観察された。その後， FARMEH. and WILLTAMS (1898)， CHAMHERLAIN (1901) 

山内紫雄(1909)氏等がヒパマタ属で，また，山内氏は 1906年イトグサ属で，

それぞれ，完全な細胞署長的報骨.をされた。ついで，各閣の串者によっていろ

いろな種類について細胞串的左研究が行われてきたが，我闘でも，石川光春

氏(1920，アサクサノ川，井狩二郎氏(1923，砧部)，園枝滞氏(1928，アカモク)

岡原iE人氏(1929，スギモク)簿;の研究につづいて，岡部作一氏(1929，アカモ

ク)，猪野(1932，エゾイシグ;1936，エゾヤハズ 1937，ネプト~ク; 1948， 

クシベ=ヒパ)，阿部(宮田)臨五郎氏(1933，プシスジモク;1936，マツモ 19

38，ケウルシグサ;1940，マコンプと1)イキヨウモ)等が相ヨたいで海藻類の細

胞署長的研究を護表している。

以上の工うに，各闘の埋葬者がそれぞれの稲で細胞撃的研究に成功している

わけであるが， SCUUSSNIG & KOTIIBAUER (1934)の Ec/ocartussiliculosusの

ように，単に 7096アルコ戸ルで固定し，最後の仕あげに Origantlm油を用い

ているものもaうれば， 石川光表氏 (1920)のアサクサノリの場合のように，
クロム融危しの 2%オスミ品ーム般1と2%酷酸との混合液で固定し， JK洗後
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に CARNOY液で細胞内容を膨張さしてアルコ戸Jレによる牧縮を中和している

ものもある。

また DREW(1934， 1939)は，Sperlllothalllnion Turneri及び Plulllariaelegans 

'Jt. どの生司峨ill胞の固定を，ホルマリン 6α，70%アルコール100ccの混合液

で固定し，滞いアルコールを依わないで，ナぐ鎖明馨液(ifIlTkアルコール20

cc+ 4%鍬明鋒15cc)に1時聞入れて，::)くに 70%アルコールでよく洗い，プ

ラジリン液(プラジリン 0.5g+70%アルコール 100cc)に1時間，ーたに鱗明磐

で脱色し，誕に 95%アルコ-)レ， l.q~水フ'ルコール， 1M7Kアルコール 1+ キシ

ロール 15，カナダ・パルサム 3+キシロール25+無水アルコール2へと順失

移していき，後に次第に濃いパルサムに移していって最後にカナダ・バルサー

ムtz:生すじている。

また山内繁雄氏は，イトグサを 10%ホルマリンで固定し，鍛明磐ヘマトキ

シリン法で染め， Glycerin jellyか， Venetian turpentineで封じるとか，オス

ミューム敵の入つてないフレミング氏弱液で， 5-40分ぐらいの短い時間で

固定している。

しかし，筆者の経験では， DREW の方法や山内法には~'とかに秘停で

もあるのか，同様な方法でイギス科その他の紅藻をやってみても，うまくゆ

かない。それで・あれとれと先人のやったととをテストしつつホンダワラ科の

ものだけでなく，クシペニヒパ，コンプ，ワカメの生殖細胞の固定をととろ

みてみたが，阿部氏液がどれにも遁蛍であった。阿部氏液というのは弐の3

液からなっている。

1) ピクリシ酸飽和1液....・ H ・...・ H ・.....・ H ・...50cc. 

氷耐酸....・ H ・.....・ H ・....・ H ・..…...・ H ・.. 5cc. 

クロム酸・ H ・H ・..….....・ H ・・…………… 1 g. 

2) ピクリン酸飽和液…・…・……・…・…・… 25cc.

40%ホルマリン ・・・・・…・・・…・・・・・・・・…・・・・・ 25cc. 

尿議….......・ H ・-… H ・H ・"，・ H ・..…... 0.5g 

3) クロム酸貯事長液 f海水98ccに過飽和クロム隈

i夜のJ二i登i夜2ccを:，IJlIえtc江主)………・・・・・ 50cc. 
海 水……・・・・ ・・・ ・・・・・・…......ー・ 50cι

296オスミューム隈-……….....・ H ・... 5α. 

jj(酷般…........・ H ・....・ H ・....・ H ・...…・・ 2.5cc. 
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とれら左固定直前に 1と2の液を等量にi昆合L，その液とまた同じ量の

3の液を加えて用いるもので，国定時聞は4-5時間でよい。 との方法でや

れば別に細胞串の犬家で主主くても固定はできる。しかし成熟の時期を全部揃

えるのはたか左かの仕事である。私の教室でも康江君ゑどはとの方法でヒジ

キの精子母細胞の成熟分裂をきれいに見ている(岡1)。 闘に示すようにひE

い収納もたく，染色体も教えられる。ただし体外へ放出された生殖細胞や幼

匹の固定には，上記の3液のみでの固定がよい。その 1例を i晶12に示すが，

マメタワラなどの幼匪はきれいに固定され，細胞はある程度は収縮するが，

核には異常なく，接分裂f象は観察できる。

また，海部の組織建生といった鮪を細胞接的につついてみるのも面白いの

であるが，棋を主にしてみる様な固定液をそのまま依JHすると，制，qt映がち
ぢみ，どうにもならないので，教室でやっているホンダワラの浮醸の護生を

見る場合などは，海水島理の BOUIN液1)(海水飽和ピクリン1技沌i5CC.，ホル
マHン25cc.，氷酷隈5叫)とか CHA:MH:ERLAIN氏液(クロム酸1g.，氷酷酸

1 CC. t毎ノ1<.100cc.)を用いて固定し，パラフイン切片をつくって観察するか，

また器官の成I~が，組織細胞の化接的崩~か，物理的破壊かといった組織の

微妙なととろを!ιめる時には，合成樹脂(カーボンワックス)法を用いている。
その使用の11眠序は， よく水洗いした材料を， 60<Cの恒温器中で，カーボン

ワックス 1500に30分ぐらい入れ， ;;(にカ{ボンワックス1500+4000に移し

て30分，故後にカーボンワックス 4000のみに入れて 1時開放置して，後に

とり出して液と共に枠に流し込み常温で固め，そのプロックをスライデイン

グ， ミクロトームで切るのである。その時のメスの角度は 600にする。

未だ未だipj，誌の細胞壌は，植物撃の他の分野のものに比してゐくれている

ので，顕花航物では核型が云々されている時に，その染色体童文も決定してい

左いものも多い。それで・蛍教室でも，腕江三樹三郎，松本隆三，凶林長・朗勾;

の若い串徒が，あれとれと細胞撃的研究をすすめているので，lH炉ではある
が，もう 4，511三もしたらもう少し進んだ綜設ができると思う。

I)l!EI悶(1932)の Xiphophoraに用いたもの.
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D 

第 1圃 Hizik似 fusiformis ヒジキの精子母細胞の成熟分裂，ムシナ
プシz，仁の隣りに昆えるのは， It、わゆる“Cbromophilousspherule"であ
る。 B.ダィアキネシ λ，複染色体の各4は・， X，Y， Ot.[.どの形に見える。
C.中期{桶面観)，染色体滋n=32が数えられる。 D.中期{側面綴J，雨純に
Centrosomeらしい浪〈染った小体が見える。 x760

C. D 

B 

第 2園 マメタロラの体細胞核分裂

A.分裂前期:核内には染色質が増大し，核9トには多般の頼粒が見られる。
B.分裂中期穐面灘:2n=64の染色体が鍛えられる。
C.分裂中期側面観:中Jc，¥休らしいものは金〈見られない。仁に似た構造物
が残っている例。
D.各分割籾胞の核分裂の時期が夫J奇異なワてu、る巣常な例。

{続出f，康江19oal
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